




要約:日本母性保護産婦人科医会(日母)では、全国レベルでの先天異常モニタリングを病

院ベースでの調査により実施しているが、1995 年 1 月から 12 月までの間にモニタリング

された出産児総数 103,206 例における調査からは、奇形児出産頻度は 1,0%であり、例年

の先天異常児の発生率と比較しても特段の異常発生等の問題は認められなかった。一方、

日本母性保護産婦人科医会が行った超音波診断法による妊娠早期の胎児異常の診断につい

ての調査から、近年の超音波診断機器の著しい発達により、妊娠早期にすでに超音波で把

握しうる異常が診断・指摘される状況にいたっていることが判明した。この傾向はさらに

画像診断等の診断技術の進歩にともない、尚一層の詳細な情報を妊振初期から得られるこ

ととなり、診断をする側、受ける側、双方に受診時でのインフォームドコンセントをはじ

めとした諸問題について十分な検討が必要と考えられた。


